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要旨：本発表ではマサテク語アヤウトラ方言（オトマンゲ語族ポポロカ語派、メキシコ）の声調規則と声調配列論の記述
を通じて、この言語における (i)単声調素からなる曲声調と、(ii)声調素の連続による曲声調を音韻論的に区別する。この
区別は、曲声調という概念が Kingston and Diehl (1994) の「音声的知識」に属するものであることを示し、Pike

(1948:5–13)以来の声調類型論が暗黙のうちに想定してきた平・曲声調の認定にかんする議論の精緻化に寄与する。具体
的には、この言語にある 5つの声調素/1 2 23 3 4/のうち/23/と/3/が声調素でありかつ曲声調であると主張し、従来の
声調目録類型論が明確にしてこなかった曲声調という概念をピッチ目標の点から再定義することを提案する。

1 はじめに
　 (1)にマサテク語アヤウトラ方言の声調素目録を例示し、(2)に図式化する。/1/が最も低く、/4/が最も高
い。/1 2 4/は平声調 [1 2 4]で、/23/と/3/は上昇調 [2-2+]、[3-3+]である（2<2+<3<3+<4）。

(1) a. "hmã4 ‘黒い’

b. "ja3 ‘木’

c. "hNku23 ‘一’

d. "sã2 ‘酸っぱい’

e. "hñã1 ‘唐辛子’

(2) /4/
/3/

/23/
/2/
/1/

[3]

[2]

[3⁺]
[4]

[1]

[2⁺]

　一方で、マサテク語アヤウトラ方言は声調素の連続による曲声調を持つ。(3)では、3人称形となる語幹
(3a)が声調/4/を持ち、(3b, c)では 1人称包括 =a3(4) と 1人称単数 =a2∼a1 が声調結合 (tone docking)
を起こし、曲声調/4-3/と/4-2/を作る。/23/は TBU初頭にしか現れず、/3/は TBU末の異声調 [3]を持つ。
　なお、4行グロスの 1行目は表層形、2行目は基底形と形態論的分析、3行目は形態素ごとの逐語訳、4行
目は例の訳にそれぞれ対応する。

(3) a. "ka4

ka4

hab:倒れる (3)
‘彼は倒れる’

b. "ka4-3

ka4=a3(4)

hab:倒れる =1in
‘私たち (in.)は倒れる’

c. "ka4-2

ka4=a2

hab:倒れる =1sg
‘私は倒れる’

　本発表では、マサテク語アヤウトラ方言の声調規則と声調配列論の記述を通じて、この言語における (i)単
声調素からなる曲声調と、(ii)声調素の連続による曲声調を音韻論的に区別する。この区別は、曲声調という
概念が Kingston and Diehl (1994) の「音声的知識」に属するものであることを示し、Pike (1948:5–13)以
来の声調類型論が暗黙のうちに想定してきた平・曲声調の認定にかんする議論の精緻化に寄与する。
　発表の構成は以下の通り：声調目録の類型論を概観し（§2）マサテク語アヤウトラ方言の基礎（§3）を押さ
えたうえで、声調規則の記述を通じて/23/と/3/が声調素であることを示し（§4）、声調配列論の記述を通じ
て/23/と/3/が音韻論的に有意義な上昇調であることを示す（§5）。§6ではマサテク語アヤウトラ方言の曲声
調を記述するためには従来の声調目録類型論が不十分であると主張し、§7に結論を述べる。
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2 声調目録の類型論
　 Pike (1948:5–13)は、音声的な曲声調が声調素か（平声調に分解できるか）否かによって平声調言語
(register tone languages)と曲声調言語 (contour tone languages)を区別した（cf. Yip 2002:47–52;
Hyman 2007）し、声調目録の大きさと声調規則の種類、さらに地域的偏りを可視化した。これを批判して、
いわゆる分解不可能な曲声調が分析不足によるとする立場や (cf. Yip 2002:50)、音声的な曲声調の一部を音
韻的に平声調と分析する立場がある (cf. Hyman and Leben 2017:183)。また、声調分解は個別の声調規則に
依存するため、曲声調が分解しにくい言語もあるとも指摘されている (cf. Michaud and Vaissière 2015:47)。
　なお、声調分解という用語には少なくとも 3種類の用法が認められる：(i)声調素の構成要素として声調素
性 (tone features)を立てるもの (cf. Wang 1967; Yip 1980; Clements 1983; Snider 1990; McPherson
2016など)、(ii)モーラごとの声調指定が音節レベルで曲声調として実現するというもの (moraic alignment;
cf. Morén and Zsiga 2006; Remijsen 2013; DiCanio et al. 2014など)、(iii)声調実現単位 (tone bearing
units, TBU)に複数の声調素が指定されるというものである。(i)はマサテク語アヤウトラ方言に当てはまら
ない (Nakamoto 2020:130–132)。(ii)も長母音の声調は短母音の声調の組み合わせから導き出せないものが
あるためやはり当てはまらない (cf. §4.2)。よって、本発表では (iii)に注目する。

3 マサテク語アヤウトラ方言
　マサテク語アヤウトラ方言 (Glottocode: ayau1235)は、オトマンゲ語族ポポロカ語派に属するマサテク語
の低地方言の一つで (cf. Fernández de Miranda 1951; Gudschinsky 1958; Hamp 1958, 1960)、メキシコ合
州国オアハカ州北部サン・バルトロメ・アヤウトラ村を中心に約 3500人の話者がいる。語末音節に強勢をも
つ。語根は 1-2音節で、固有語に末子音はない。語彙的に母音長の対立はないが、母音延長を起こす形態素が
7つある。単純語の声調は 7つ、周縁的な声調が 3つあり、声調規則 (§4)によってさらに多くの声調が観察さ
れる。表 1に 1音節に起こる全ての声調パタンを例示する。このうち/1/, /2/, /4/を除く 34は曲声調である。

表1: マサテク語アヤウトラ方言の声調パタン

声調 例 グロス 声調素 単純語 V V:

1 "hñã1 ‘唐辛子’ √ √ √ √

1-2 Ci2"Nki1-2 ‘あなたの家族’ (√) √ √

1-2-1 Ci2"Nki1-2-1 ‘私たち (ex.)の家族’ √ √

1-2-1-2 "nã:1-2-1-2 ‘あなたの母’ √

1-3 "Ùho1-3 ‘卵’ √ √ √

1-3-1 "khjã1-3-1 ‘私は食べる’ √ √

1-3-1-2 "Ùho:1-3-1-2 ‘あなたの卵’ √

1-3-3 "Ùho:1-3-3 ‘卵:foc’ √

1-4 "sko1-4 ‘あなたたちは倒れる’ √

1-4-3 Ci2"Nkju:1-4-3 ‘あなたたちの家族:foc’ √

2 "sã2 ‘酸っぱい’ √ √ √

2-1 "ţe2-1 ‘グアバ’ √ √

2-1-2 "ţe:2-1-2 ‘あなたのグアバ’ √

2-1-3 tu1 kjo2-1-3 ‘まさにそこ（で）’ √ √

2-4 "nta2-4 ‘良い’ √ √
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表1: マサテク語アヤウトラ方言の声調パタン

2-4-1 "tõ2-4-1 ‘お金’ √ √

2-4-1-2 "tõ:2-4-1-2 ‘あなたのお金’ √

2-4-1-3 "tõ:2-4-1-3 ‘お金:foc’ √

2-4-2 "nţa2-4-2 ‘私の手’ √ √

2-4-3 "nţa2-4-3 ‘私たち (in.)の手’ √ √

23 "hNku23 ‘一’ √ √ √ √

23-1 "tu23-1 ‘種’ (√) √ √

23-1-2 "tu:23-1-2 ‘あなたの種’ √

23-1-3 "tu:23-1-3 ‘種:foc’ √

3 "ţi3 ‘雨’ √ √ √

3-1 "Ska3-1ri2 ’あなたのズボン’ √ √

3-1-2 "Ska:3-1-2 ‘あなたのズボン’ √

3-1-3 "nţPe:3-1-3 ‘私たち (ex.)の兄／弟:foc’ √

3-2 Pbe2"tChja3-2 ‘私は払う’ √

3-3 ţi2"ntja3-3 ‘コアツォスパン（村）’ √ √

4 "hmã4 ‘黒’ √ √ √

4-1 "kwi4-1 ‘私たち (ex.)の頭’ (√) √ √

4-1-2 tCa2"Snũ:4-1-2 ‘あなたのリス’ √

4-1-3 Nka2"hñũ:4-1-3 ‘夜に:foc’ √

4-1-4 khe2-4 mi2ntCa2"ntho4-1-4hĩ4 ‘まだ膨らまない’ √

4-2 "kwa4-2 ‘私の頭’ √ √

4-3 "kwa4-3 ‘私たち (in.)の頭’ √ √

4 /23/と/3/は声調素である：声調規則
　/23/ [2-2+]と/3/ [3-3+]を声調素とみなす根拠は変調 (§4.1)と声調結合 (§4.2)に見出すことができる。

4.1 変調
　もし上昇調である/23/と/3/が声調素連続ならば、声調素は/2-3/と/3-4/であると考えられる。しかし、
/23/は変調において/3/を含む声調素連続とは異なる振る舞いを見せる。/3/と/4/についても同様である。
　マサテク語アヤウトラ方言における変調 (tone sandhi)は、語彙的に指定される浮遊声調/(4)/が順行的に
結合し次あるいはその次の TBUにおいて実現する音韻規則を指す。例えば、(4a)では基底の/(4)/が 2音節
目の/1/と結合し、表層の 2音節目が/4-1/として実現する。一方で、(4b, c)では基底の/2/と/23/がそれぞ
れ/(4)/に上書きされる。対照的に、基底形の/1-3/が/(4)/を受け取る場合、2音節目の基底の/3/は保持され
る (4d)。つまり、/23/は浮遊声調に上書きされる点で声調素/3/を含む曲声調とは違う振る舞いを見せる。

(4) a. Pbe2"Ski4-1

b-Pe2(4)+Ski1

hab-置く +勘定
‘彼は数える’

b. Pbe2"Pmõ4

b-Pe2(4)+Pmõ2

hab-置く +隠れた
‘彼は隠す’
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c. Pbe2"Su4

b-Pe2(4)+Su23

hab-置く +沸く
‘彼は沸かす’

d. ni2nta2"Ùho4-3

ni2nta3(4)+Ùho1-3(4)

骨 +卵
‘卵の殻’

　/3/も同様に、声調素/4/を含む曲声調とは振る舞いが異なる。マサテク語アヤウトラ方言の変調は、浮遊
声調/(4)/に続いて同一語内の声調連続/1.2-4/, /1.4/, /2.2-4/, /2.4/が起こる場合実現しない (Nakamoto
2020:186–188; cf. Pike 1956:63; Jamieson 1977:116)。(5a, b)では声調連続/2.2-4/と/2.4/がそれぞれ変調
を阻害し、2音節目の/2/は変調の影響を受けないが、(5c)にある声調連続/2.3/は変調を阻害することがで
きない。このように、声調素/3/は声調素/4/を含む声調連続とは異なる振る舞いを見せる。

(5) a. ţi2Pi2"ntu2-4

ţi2(4)+Pi2ntu2-4

hab:する +刺繍
‘彼は書く’

b. ţi2jo2"ho4

ţi2(4)+jo2ho4

hab:する +鋭い
‘彼は研ぐ’

c. na1Ci2Nki4"hñã3

na1Ci3(4)+Nki2hñã3(4)

馬 +野
‘鹿’

　以上の通り、/23/ [2-2+]と/3/ [3-3+]は変調においてそれぞれ/3/や/4/を含む声調連続とは異なる振る舞
いを見せるため、声調連続/2-3/ないし/3-4/とは分析できない。

4.2 声調結合
　声調結合は、(6 = 3)に例示するように、2つ以上の基底の声調素が単一の TBUに起こる現象を指す。

(6) a. "ka4

ka4

hab:倒れる (3)
‘彼は倒れる’

b. "ka4-3

ka4=a3(4)

hab:倒れる =1in
‘私たち (in.)は倒れる’

c. "ka4-2

ka4=a2

hab:倒れる =1sg
‘私は倒れる’

　表 2に声調結合の結果（一部）を示す。T1は語幹ないしホストの声調、T2は接辞ないしクリティックの声
調に対応する。波線の左右はそれぞれ短母音と長母音に対応する。声調結合の大半は同一声調の削除
(e.g. /4/+/4/ > /4/)、声調の連結 (e.g. /2/+/4/ > /2-4/)、中間目標の削除 (e.g. /1-3/+/4/ > /1-4/)か
らなるが、/23/と/3/は構成的に作られない。/2/+/3/は/23/の数ある構成の一つにすぎず、ま
た/2/+/3/は/23/以外の結果も生み出す。/3/は/2/+/3/, /23/+/3/によって作られるのみである。

表2 マサテク語アヤウトラ方言の声調結合（一部）
T1\T2 1 2 3 4
1 1 1-2 1-3 1-4
2 2-1 23 3 ∼ 23 2-4
23 23-1 23 3 ∼ 23 2-4
3 3-1 3-2 3-3 2-4
4 4-1 4-2 4-3 4

　つまり、声調結合によって構成的に作ることができない/23/と/3/は声調素として指定される必要がある。
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5 /23/と/3/は曲声調である：声調配列論
　/23/と/3/が音韻論的に有意義な曲声調であって、冗長に音声的な曲声調として実現する平声調ではないと
する根拠は 2つある。第 1に、曲声調であることによって存立する声調対立がある。/2/ [2]と/23/ [2-2+]は
同じ始点を持つが、/23/ はわずかに上昇することによって異なる声調となる。/3/ [3-3+]の場合、[3]のみで
単独に実現する声調は存在しない。しかし、(7, 8)に示すように、/3-3/ [3-3+-3]のような単独で発音される
場合の/3/の始点から終点まで上昇し再び始点まで下がる凸声調の存在は、/3/が上昇調であることを鑑みな
ければありえない。下に、/3-3/ (7a), /3/ (7b), /3-2/ (7c), /4-3/ (7d)の対立を例示する。

(7) a. ţi2"ntja3-3 ‘コアツォスパン（村）’

b. khi2"ntja3 ‘空腹である’

c. "nţPja3-2 ‘私の兄／弟’

d. "kwa4-3 ‘私たち (in.)の頭’

(8)

/3-3/
/3-2/

/3/
[3]
[2]

[3⁺]
[4] /4-3/

　第 2に、表 1や §4.2に記述した声調規則が示すように、/2-3/や/3-4/という声調は存在しない。これは、
/23/や/3/に似た声調を避けるためと解釈することができる。
　この通り、マサテク語アヤウトラ方言の/23/と/3/は他の声調素とは異なる声調配列論的振る舞いを見せ、
その理由はこれらの声調が曲声調であることに見出すことができる。

6 「曲声調」とは何か
　マサテク語アヤウトラ方言の/23/ [2-2+]と/3/ [3-3+]が声調素でありかつ曲声調であると分析すること
は、Pike (1948)にはじまる声調目録類型論に対し 2つの疑義を投じる。一方で、声調素を平声調ないし「声
調段階」と同一視する分析はマサテク語アヤウトラ方言に当てはまらない。他方で、「平声調言語」と「曲声
調言語」という二分法もマサテク語アヤウトラ方言には当てはまらない。
　本発表では、声調段階を「比較的声調分解に関わるピッチ目標」とし、声調素と区別する。つまり、それぞ
れの声調をさらに声調素以下の離散的な音声的目標 (cf. Kingston and Diehl 1994)に分解したとき、そのな
かでより声調分解に関わるものを恣意的に声調段階と呼ぶ。これに従えば、マサテク語アヤウトラ方言の声
調を 1<2<2+<3<3+<4の尺度で転写したとき、単独で発音された/23/や/3/をそれぞれ [2-2+]や [3-3+]と
転写し、[1 2 3 4]を声調段階と呼び、[2+]や [3+]を持つ声調を曲声調と呼ぶことができる。
　このように声調を表示することは、いわゆる平声調言語と曲声調言語の分析上の違いを橋渡しすることに
もなる。なぜなら、ピッチ目標と声調素の存在が声調言語にとっての言語普遍であるのに対し、平声調を声調
素とする分析（「声調段階」）はそうではないからである。

7 おわりに
　本発表では、マサテク語アヤウトラ方言の声調規則と声調配列論の記述を通じ、この言語の/23/ [2-2+]
と/3/ [3-3+]が声調素でありかつ曲声調であると主張し、従来の声調目録類型論が明確にしてこなかった曲
声調という概念をピッチ目標の点から再定義することを提案した。この提案には方法論的・類型論的な含意
があるといえる。方法論的には、声調規則や声調配列論の記述を音声的なピッチ目標の観察と注意深く結び
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つける必要があるという点である。類型論的には、声調の数や「声調段階」の数は声調体系の複雑性の尺度と
して不適切かもしれないという点である。将来的には、声調の数、「声調段階」の数やピッチターゲットの数
を声調実現単位 (TBU)ごとないし声調指定単位 (“tonal domain”, Hyman and Leben 2017:180)ごとに測
り、声調規則などの要因も含めて (cf. Konoshenko 2014)適切に評価する必要がある。

略号
1, 3…1, 3人称; ex…（1人称）除外; foc…焦点; hab…習慣相; in…（1人称）包括; sg…単数
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